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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ デイリィ－プロフェッショナル２月号 今、繁殖を見直そう 全国酪農協会
牛群検定で見るべき繁殖デ－タ
繁殖を改善ためには検定成績のどこを見たら良いか紹介しています。

２ 全酪新報 ２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその６８ 初産授精は発育に注意
初産乳量が少ない牛は、育成時の授精が早すぎることが原因となる場合もあります。

３ 大地 １月号 よつ葉乳業株式会社
牛群検定情報を飼養管理に活かそう 第４回 子牛の生産状況について
あなたの子牛の哺乳、初産乳量が少ない牛は、育成時の授精が早すぎることが原因となる場合もあり
ます。

４ 家畜人工授精 １月号 （一社）日本家畜人工授精協会
ピックアップ！乳用牛群検定情報 その１ 乳用メス子牛の生産動向
初妊牛価格が高値のなか、乳用メス子牛の生産動向が気になるところです。

５ ＬＩＡＪニュ－ス１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その５８）酪酸発酵サイレ－ジによるケト－シス
酪酸発酵したサイレ－ジを与えた牛群はどのような成績でしょうか？ 検定成績表見方 検索

速報！平成３０年検定日乳量が、過去最高を更新しました！
平成３０年１～１２月の検定日乳量の１２カ月平均値が都府県２９．２kg、北海道３０．４kgとともに過去最高記
録を更新しました。

初乳給与のポイント
子牛の健康管理として「初乳」は最も大事なものです。生後６時間以内に２

リットル２回、さらに１２時間までにもう２リットルを給与してください。初乳は子牛
に免疫能を与え、下痢や肺炎といった子牛にとって致命傷となる疾病を防御
します。
免疫を豊富に含む高品質初乳とは、先ず乳房炎に罹患していないこと、初

産よりは２産以上の牛からの初乳であることなどがあげられます。冷凍保存初
乳の解凍や加熱殺菌などにはパスチャライザ－を利用すると衛生的です。



～～～牛群検定！点検シ－ト（その１１ 子牛の管理）～～～

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！今回は、検定成績を利用しながら、子牛管理を見直してみましょう。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考に牛を観察しましょう！
①成績表の早流死産、難産が多くありませんか？ （下図 矢印①）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 死産や早産が５％を越える場合は、分娩管理等に課題があります。
②生後一週間程度で死亡する子牛が多くありませんか？（下図 矢印②）
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 「推定新生子牛早期死亡」の欄が５％を越えている場合は、初乳や保温などの初期哺育に課題

があります。
③年間で淘汰する経産牛頭数が、出生するメス子牛より上回っていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes 後継牛が不足しています。子牛の健康的な管理にあわせて、性選別精液等による計画的な

メス子牛生産等による後継牛確保が必要です。

Ｙｅｓの対象となった場合は、子牛管理を見直してみましょう。いろいろな課題が
見つかります。

④母牛の牛床が敷料が不十分で冷たく濡れて汚れていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 冷たく汚れた牛床や滑りやすい牛床および通路は、分娩事故の原因のひとつです。

⑤子牛が凍死していませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 保温対策（拭き取り、加温、ジャケット、外気の防風など）を見直しましょう。

⑥アンモニア臭がこもっていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 子牛の気管支を痛め、肺炎を誘発します。敷料のこまめな交換や内気扇等での空気の循環が

必要です。外気との換気が有効ですが、冬季は冷えすぎないよう注意が必要です。
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